
勝

永

廿

二

年

と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
奉
仕
造
立
蛍
枇
前
殿
と
い
ふ
も
の
そ
の

意
解
し
離
き
の
み
な
ら
歩
、
大
檀
越
井
び
に
政
所
の
人
名
も

後
の
畠
山
氏
の
重
臣
温
井
備
中
守
・
一
や
莱
・
長
九
郎
左
衛
門
等

を
取
ム
口
一
は
せ
て
仮
作
し
た
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
と
吸
は
る
。
〉

藤

一
水
廿
二
年

乙
米

紀
元
二

O
七
五

三=一
八

-::.'r司、
包 呈 芭

伊F1
同寺
衣

文之 書世】
文

梅
山
11日
本
手r.I
尚
南
司].

直
キIj
之
物

鹿
島
郡

七
七

八
用
十
六
日
。
足
利
義
持
、
石
川
郡
白
山
宮
惣
長
吏
を

し
て
、
加
賀
園
中
に
同
宮
造
替
料
の
段
米
等
を
課
せ
し

む【
室
町
家
成
敗
寺
枇
御
敬
書
】

七
七

白
山
太
一
柳
宮
逝
管
要
脚
.
加
賀
園
段
米
事
.
早
任
=
先
例
一
段
別
米
五

升
、
町
別
人
夫
一
入
、
震
二
闘
平
均
之
役
一
可
ν
致
=沙
汰
一
之
回
目
、
可
ν

相
=
働
問
中
一
之
欣
如
ν
件
。

臆
永
廿
二
年
八
月
十
六
日

加
賀
図
白
山
惣
長
吏
法
印
御
房

在亘
書U
~ 
縛

判 J

十
一
周
朔
日
ロ
梅
山
間
本
、
加
賀
金
剛
院
に
大
源
宗
異

の
法
衣
を
納
め
て
そ
の
置
文
を
作
る
D

之
借
隙
間
敷
之
由
雄
-一申
候
時
分
一
依
=
調
法
一
市
拙
住
之
内
俳
陀
寺

h
H

到
来
仕
候
。
雄
ν
然
賀
閣
以
外
錯
乱
之
問
、
並U
蔵
院
h
μ

奉-一
預
世
一
者

也
。
北
目
減
守
塔
代
k

在
=
頂
拝
-
度
由
候
者
、
興
徳
寺
与
謝
談
候
雨
、
御

法
衣
箱
之
可
v

被
ν
開
ν
封
者
也
。
不
ν
可
=
容
易
一
者
也
。
以
後
梅
山
和
尚

之
震
=門
中
-
再
興
於
ν
在
二
建
立
一
者
、
御
法
衣
箱
如
v
本
金
剛
院
LR
可
ν

被
=
師
置
一
者
也
。
伯
鴛
-
一
一
後
日
-
預
置
欣
如
ν
件
。

永
一
職
九
年
龍
集
嗣
仲
春
上
旬
如
意
珠
日

松

高

寺

賢

在
中j

芳

東

中一寸

誕

寺
春 -=-7I' 

在
判

興

徳

播

在
判

進
上
普
戴
院
侍
衣
閣
下

(
金
剛
院
は
梅
山
間
本
の
閉
山
に
し
て
、
加
賀
に
在
り
し
由

本
文
に
見
ゆ
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
所
在
を
知
ら
歩
。
龍
禅
寺

は
越
前
に
在
り
て
、
同
じ
r
y
梅
山
の
建
つ
る
所
と
し
、

背
離

郎
永
サ
=
一
年

奉

定

太
源
大
和
尚
御
法
衣
、
議
未
来
際
事
ν
納
一金
剛
院
内
-
了
。
永
幼
不
ν

可
ν
奉
ν
出
z
院
内
-
者
也
。
持
z
新
位
持
一
龍
僻
寺
之
幼
主
来
A
M
U

市
可
ν
奉
=

取
ν
之
渡
一
三
年
佐
院
之
内
、
若
此
御
法
衣
奉
ν
至
=紛
失
-
於
エ
坊
主
一
煮
、

二
学
術
力
)

不
ν
可
ν
潟
=
太
源
門
汲
一
連
速
可
ν
令
=
菰
出
-
者
也
。
仰
界
一
諜
未
来
際
一

御
法
衣
世
文
之
欣
如
J

件
。

臨
永
廿
二
年
一
九
十
一
月
一
日

本

在
中l

flf'J 

O 

【龍
門
寺
文
書
】

(
端
裏
書
)

金
剛
院
御
法
衣
箱
預
献
也

山
我
山
和
尚
太
源
和
尚

Ln之
御
法
衣
、
嫡
K

相
続
之
以
=
筋
目
一
梅
山

和
尚
在
=頂
戴
一

加
州
金
剛
院
室
中
奉
納
候
市
、
聞
本
和
尚
之
御
自

筆
判
形
諜
未
来
際
之
置
文
在
ν
之
。
井
三
附
帳
回
鈴
、
書
物
十
遇
、
折

紙
六
通
在
v

之
。就-一
子
金
剛
院
断
絶
一
仰
法
衣
数
年
預
=世
俗
家
一
悪
逆

七
七
三

院
は
鳳
至
郡
総
持
寺
の
塔
到
に
し
て
大
師
宗
毘
の
草
創
怒

り。
)

藤
一
水
廿
三
年

内
申

紀
元
二

O
七
六

正
月
廿
九
日
。
能
登
守
護
畠
山
満
度
、
山
城
祇
国
枇
に
、

紳
馬
を
寄
進
す
。

【
紙

闘

枇

記
】

七
七
回

自国
山
大
夫
段
、
阪
永
廿
=
一
正
廿
九

震
=
年
始
前
略
一
世
枇
紳
馬
一
疋
削
指
引
退
v

之
候
。
毎
事
期
ν
商
候
。
恐

k

謹
一言
。

(
脳
永
廿
三
年
)

正
月
廿
九
日

(
白
山
術
院
d

道

耐

ギE
~lòlJ 

紙
闘
執
行
御
房

八
舟
。
藤
原
有
利
、
珠
洲
郡
馬
繰
大
明
'榊
に
、

恒
利
名
の
内
の
下
地
を
寄
進
す
。

馬
繋
村

【
本
光
寺
文
書一
】

奉
-
-
寄
進
-
馬
棋
大
明
紳
御
下
地
事

合
登
者

恒
利
名
之
内
也

七
七
五

珠
洲
郡

一三一
九




